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マウスは群で⽣活をする動物です。⼀⽅、研究室で飼育する実験動物は実験内容によっては単
独で飼育する必要がある場合もあります。この単独飼育はマウスによってストレスとなってしま
います。その結果、⾏動⾯にも異常を来してしまうという報告もなされています。この点はアニ
マルウェルフェアの観点から問題視されています。⼀⽅、近年不妊治療にも応⽤されている⽣殖
科学技術によって⽣み出された個体は、通常の⽣殖による個体と差異が⽣じるという点も盛んに
議論されている状況にあります。ストレスに対する耐性は社会で⽣きていく上でもQOL(Quality
of Life)に影響を及ぼしうる重要性を持っています。円形精⼦細胞注⼊(ROSI)法は精⼦を作れない
男性の最後の頼みの綱となる不妊治療⽅法です。そこで本研究では、ROSIの安全性を検証するた
めに、ROSIで⽣まれた⼦の孤独ストレス耐性を評価することを計画しました。

不妊患者の増加は少⼦化に喘ぐ我が国の喫緊の問題の⼀つです。円形精⼦細胞注⼊による不妊
治療は精⼦を作ることができない男性不妊患者の最後の頼みの綱です。しかし、安全性への懸念
から普及が進まない実情があります。この社会的にも重要な課題に本学の研究が貢献を果たす可
能性があります。つまり、本研究により円形精⼦細胞注⼊に由来する個体には健康⾯での懸念が
ないということならば、普及を後押しすることができます。⼀⽅、問題があることがわかれば、
次に、その問題を如何にして解決するかという段階につながり、解決できれば結果的に普及に貢
献することができると考えます。

選抜⽅法: 学業成績および教員との⾯談により総合的に判断
募集⼈数:~2名程度
連絡⽅法:学内 G-mail
その他:当⽅で作成したマウスを飼育し育て、⾏動学実験とその解析を⾏って頂きたい。
学⽣に対するメッセージ: ⽣殖科学と動物⾏動科学の融合にエピゲノムという最先端の切り⼝から
挑戦する⾼い志を持つ⽅を募集します。
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持つ方を募集します。

精⼦の成熟度は⼦孫の孤独ストレス耐性に影響を与えるのか︖

*顕微授精とは顕微鏡下で精⼦や精⼦細胞を
未受精卵にガラスの針を⽤いて注⼊する⽅法
です。

図着眼点
顕微授精に使う精⼦の成熟度は
出⽣後の個体に影響を及ぼすのか︖

本プロジェクトではヒトの不妊治療にも使われる顕微授
精*によって作成されたマウス個体について孤独ストレス
耐性を解析します。顕微授精に⽤いられる男性配偶⼦の成
熟度、すなわち、精⼦とその元となる未成熟精⼦細胞（円
形精⼦細胞）の違いが影響を及ぼしうるのか(図)、さらに
はそのメカニズムを明らかにしたいと考えています。円形
精⼦細胞とは減数分裂後の段階に位置し、精⼦としての形
態形成が始まる前の雄性配偶⼦となる細胞です(図上段)。
鞭⽑形成が開始されていないため、通常では決して卵⼦に
は到達することができません。しかし、この円形精⼦細胞
を顕微鏡下で注⼊（円形精⼦細胞注⼊:ROSI,図左）し、⼦
マウスを作出することが可能です。そして、このROSI胚に
はエピゲノムに異常があることが報告されています。この
ROSIからの⼦マウスのストレス耐性について、通常の精⼦
注⼊(ICSI,図右)に由来する個体との⽐較解析を⾏います。

ストレス耐性
に違いは
あるのか？


